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専門部報告 
平成 28年度活動案として、専門部活動の活性化を図るために専門部員登録を進めてきた。 
これまでの専門部（CT、MRI、医療画像情報、乳房画像、治療、核医学）6部門にて活動しているが近
年、デジタル画像が急速普及する中で、一般・透視とアンギオの 2部門を追加登録とした。また IT推
進部と連携して、会員 SNSの利用状況が向上し、各部門にて連携し会員に相互の情報を提供した。 
1．平成 28年度 専門部世話人会議 
平成 29年 2月 25日（土）13:00～17：00 
日赤医療センター 12階会議室 
出席者 専門部世話人 14名 理事 7名 
〈議事内容〉 
① 学術総会活動 
② 検査方法 
③ 医療安全 
④ チーム医療 
⑤ 医療監査等に関する書類 
⑥ 災害医療への協力 
⑦ SNS活用方法 
⑧ 世話人更新 
 
2．専門部登録状況（平成 29年 2月 28日現在） 
CT、MRI、医療画像情報、乳房画像、治療、核医学 63％（58施設/92施設） 
一般・透視、アンギオ 13％（12施設/92施設） 
 
3．部門活動 
【CT】 
世話人：河本勲則（京二）、加賀久喜（大阪）、笹田勇造（成田）、川嶋宏樹、小林弘幸（和歌山） 
①施設紹介、アンケート調査報告（ホームページ掲載） 
②会員からの質問対応 
③平成 28年学術総会座長、シンポジスト（乳がん） 
 
【MRI】 
世話人：大澤哲平（八戸）、宇田暢樹（小川）、佐藤統幸（大田原）、揚出泰弘（秋田） 
①SNSによる質問対応 
②装置リスト情報収集 
③平成 28年学術総会座長、シンポジスト（乳がん） 
④医療安全情報取得 
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【治 療】 
世話人：小山登美夫（長野）、上田真吾（松山）、簾谷和夫（足利）、丸山大樹（日赤医療センター） 
①ホームページ利用促進、情報発信 
②施設間交流（武蔵野赤十字）、近隣施設との情報交換 
③SNSにて会員からのわかりやすい質問システム構築 
④平成 28年学術総会座長、シンポジスト（乳がん） 
 
【核医学】 
世話人：小池克美（さいたま）、坪井孝達（浜松）、星野洋満（前橋）、岸本義幸（神戸） 
①装置リスト調査中 
②検査数、保守点検、管理状況の取得 
③学術総会開催案内（第 36回日本核医学会・技術学会） 
④平成 28年学術総会座長、シンポジスト（乳がん） 
 
【医療画像情報】 
世話人：加藤秀之（松江）、西小野昭人（熊本）、西村英明(福井) 
①平成 28年学術総会シンポジウム（乳がん）について 
②メーリングリストにて調査、 
 
【乳房画像】 
世話人：尾形智幸（さいたま）、西関剛（長浜）、梶迫絵美（京二）、出井愛子（大森） 
①平成 28年学術総会シンポジウム「乳がん－診断から治療－」の提案、座長およびシンポジスト 
 
